


人口の動き　8月末現在（前月比）

総人口� 21,951人（－12）
世帯数� 7,915世帯
男性� 10,488人（－  5）
女性� 11,463人（－  7）
出生� 14人
死亡� 26人
転入� 39人
転出� 39人

8月の交通事故　（前年比）

事故� 11件（＋1）
死者� 0人（±0）
負傷者� 13人（＋3）

9月の納税

（国民健康保健税（2期））
納期限� 9月30日
口座振替� 9月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介
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　9月は「防災月間」です。毎年、全国各地域で、多くの自然災害が発生して
います。令和4年8月4日には、奥越地方を豪雨災害が襲い、市内各所で河川
の氾濫や土砂崩れ、住宅の浸水被害などが発生し甚大な被害を受けました。
　今月の特集では、8月の災害被害の状況や多くの皆さまからの温かい支援、
日頃から災害に対する備えを行うことの大切さについて紹介します。

備えて安心 
防災力を高めよう 今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

「毎日、げんきいっぱい。みんなに見てもらえたらうれしいな。」

西
にし

出
で

怜
れ

桜
お

 さん（1歳）

Cover m
odel

特集
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テレビでしか見たことがなかった災害を目の当た
りし、被災者の方はすごく苦労されていることを実
感しました。
　地域の方々にはいつも助け
られているので、感謝の気持
ちも含め、被災された方がい
つも通りの生活を早く送れる
ようにと野球部員が力を合わ
せて取り組みました。

　8月4日に勝山市を襲った豪雨災害。発生以来、市内外から多くの災害ボランティアや寄附金などの支援
が寄せられています。
　本市でも、国や県への要望活動を実施するなど一日でも早い復旧・復興に向けた取り組みを進めています。
　現在のところ、国は、今回の災害を「激甚災害」に指定する見込みです。「激甚災害」への指定により、著し
い被害を受けた公共施設や農地などの普及事業に対して、国や県からの財政支援を受けることができます。
　今後は、損壊した道路や河川、農地、水路、林道などの早期復旧を目指し取り組んでいきます。

豪
雨
災
害
の

被
害
状
況

　
現
在
、
左
記
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
被
害
状
況
は
調
査
中
の
所
も
あ
り
、
全

容
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん

災害時応援協定　　　33件
　勝山市では、防災・減災に向けて取り組む協
定を各種団体や企業と締結しています。
　今回、災害時における応急対応に関する協定
を結ぶ「一般社団法
人勝山建設業会」や
「勝山管工事業協同
組合」などが被災地
の復興にご協力いた
だいています。

公共土木施設被害（市管理）
河川　８か所
道路　54か所

河川の氾濫　４河川
暮見川
野津又川
皿川
滝波川

浸水
床上　16件
床下　46件

土石流　１か所 上下水道施設への被害
７か所
上水道の断水
２か所

農林水産業関係施設（調査継続中）
農地　　　　68か所
農業用施設　101か所
林道等施設　54か所
水産業施設　2か所

停電数　　80戸

◉ ふるさと納 税 による災害寄附金
（9月4日現在）

３７５万６‚０００円
◉ 物資などの寄附

（敬省略、9月4日現在）
・ 丸眞株式会社（愛知県）.........................バスタオル
・ ハニー中吉................................................... 飲料水
・ 勝山市観光まちづくり株式会社................. 飲料水
・ 福井コンピューターホールディングス㈱（福井市）.... 寄付金
・ TEAM防災ジャパン......食料品、飲料水、タオル
・ ㈱ぎょうせい（名古屋市）............................ タオル
・ �全国農業会議所新聞部（埼玉県）......軍手、タオル
・ 榮谷　愛（広島県）....................................... 飲料水
・ �前田工繊㈱（坂井市）......大型土嚢ツートンバッグ
・ 勝山市再生資源組合.................................... 寄附金
・ 福井農業共済組合職員会（鯖江市）.................寄附金
・ 勝山ライオンズクラブ................. 扇風機、送風機
・ ㈱熊谷組（東京都）....................................... 飲料水
・ ㈱FBCアドサービス.................... 寄附金、飲料水
・ 住友生命保険相互会社勝山支部................. 寄附金
・ 勝山赤十字奉仕団....................................... 寄附金
・ 越前信用金庫............................................... 寄附金
・ ㈱創和（東京都）........................................... 寄附金
・ 福井ユナイテッドFC.................................. 寄附金
・ JA福井県女性部テラル支部........................ 寄附金

一日でも早い一日でも早い
復興復興にに向向けてけて

　災害の発生翌日に開所された「勝山市災害ボラン
ティアセンター」、その後の「地域支え合いセン
ター」には、8日間で延べ368人のボランティアの
方々が集まりました。
　ボランティアの方々は、炎天下の中、被災され
た方の１日でも早い復興を願いながら、家屋に入っ
た流木や土砂の除去、災害ゴミの搬出作業などに
あたりました。

た く さ ん の ご 支 援
ありがとうございます

勝山市災害ボラン
ティアセンター長

（勝山市社会福祉協議会）
谷
た に で

出　雅
まさひろ

博　さん

　多くのボランティアの皆さまに生活再建に向け
た復興作業にあたっていただきまして、ありがと
うございました。

ご支援くださった皆様へ

　また、県防災士会、ライオ
ンズクラブ、青年会議所、郵
便局長の会の皆さまをはじ
め、多くの方々のご協力が
あったからこそ、被災者に寄
り添ったセンターの運営が
できたと思います。ご協力あ
りがとうございました。

延べ368人の
ボランティアが復興作業

勝山高校　野球部
主将　伊

い と う
藤　優

ゆ う し
志さん

災害ボランティアに参加して

豪
雨
災
害
の

被
害
状
況

　
現
在
、左
記
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
被
害
状
況
は
調
査
中
の
所
も
あ
り
、
全
容
は

把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん

公 共 土 木 施 設 被 害 
（市管理）
河川　6か所
道路　30か所

河川の氾濫
暮見川
野津又川
皿川
滝波川など

浸水

床上　16件

床下　49件

土石流　１か所 上下水道施設への被害
７か所
上水道の断水
２か所

農林水産業関係施設

農地　　　　49 h
ヘクタール

a

農業用施設　140か所

林道等施設　107か所

水産業施設　2か所

停電数　　80戸 ※9月4日現在、復旧済
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大
切
な
命
を

�
守
る
備
え
と
は

　
近
年
、
全
国
各
地
で
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
自
然
災
害
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自

然
災
害
は
、
人
間
の
力
で
止
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
事
前
に
災
害
に
備
え
る
こ
と

で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
で
で
き
る
災
害
へ

の
備
え
に
つ
い
て
防
災
士
と
し
て
活
躍

す
る
立
平
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
公
的
機
関
は
、
平
常
時
で
あ
れ
ば
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
ま
す
が
、
災
害
時
、
特

に
広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
が
起
き
た
時

は
、
被
災
者
全
員
を
同
時
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
時
に

は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
平
常
時

か
ら
考
え
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
次
の
３
つ
の
こ
と
を
考
え
、
情
報
を

収
集
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

災
害
が
起
こ
っ
た
時

自
分
の
命
は

誰
が
守
り
ま
す
か

芳町町地区　区長

水
みずたに

谷　丈
た け お

男　さん

自主防災組織というと難しくとらえが
ちですが、普段から近所の方とコミュ
ニケーションをとり、災害時には、お
互いに助け合い被害を減らすことが組
織の基本だと思います。近所の方と何
気なくあいさつをするなど、普段から
の付き合いをこころがけ、避難訓練な
どに参加できる時は参加し、皆さんで
防災意識を高めましょう。

芳野町地区７町内会
自主防災組織の活動をご紹介

・七町内防災マップを配布
・�独居高齢者世帯緊急連絡票
を配布
・�防火訓練、避難訓練、研修会
・�独居高齢者宅への年末慰問　
など

　「自主防災組織」とは、地域住民の皆さんが自主的に
運営する防災組織です。
　災害による被害の防止や軽減などを図り、住みよい
地域づくりを目的に各地域の組織が活動されています。

町内防災マップ

避難訓練

　震度6弱の地震発生を想定した訓練を実施します。どちらの会場
も見学・体験コーナーがありますので、ぜひご参加ください。

◉人名救助訓練、水防訓練、ライフライン復旧訓練
ところ▶弁天緑地

◉住民避難訓練
ところ▶ジオアリーナ

福井県防災訓練福井県防災訓練をを開催開催しますします
10月8日㈯　午前8時～正午

過去の訓練時に実施した 
「倒壊建物火災消火訓練」

お互いを助け合うために
「自主防災組織」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
をを

��

ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い

県防災士会　理事

立
たつひら

平　政
まさかつ

勝　さん

お話を伺ったひと

❶ 避難する時の行動
	 いつ・どこに・どのように避難するかなど

❷ 避難した時には何が必要か
	 非常持出品の確認など

❸ 被害を受けた場合、どのような支援を受けられるのか

災
害
時
の
基
本

　「
自
分
の
命
は

	
　
自
分
で
守
る
」

防災士さんに
聞きました

災害時にとるべき行動の原則
　危機管理の基本的な考え方にプロアク
ティブの原則があります。災害時には、
どのような行動をとるべきかを考える際
の参考にしてみてはいかがでしょうか。

① 疑わしきは行動せよ
② 最悪事態を想定して行動せよ
③ �空振りは許されるが、見逃しは

許されない

「受
じゅえんりょく

援力」を高めて防災力向上へ
　災害への備えの中で、大切なことに「受援力」を高める
ことがあります。受援力とは、災害ボランティアなどの
支援を受け入けるために必要な力のことを言います。
　被災された方の中には、申し訳ないという気持ちで、
ボランティアを遠慮したり、優先すべき場所ではない場
所への支援をお願いしてしまい、トラブルになったこと
もあるそうです。
　被災した際に1日でも早く復旧するためにも、平常時
から「受援力」について知識を蓄えましょう。

防災士からのワンポイント情報

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

8
月
12
日
に
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す

わが家の避難行動指針
「マイ・タイムライン」
　災害時に取る行動を家族と 
話し合ってみてください。
　詳しくは、ハザードマップ　
35 ～ 36ページに掲載してあ
ります。

◉「洪水・土砂災害地域」や「避難場所」を確認◉「洪水・土砂災害地域」や「避難場所」を確認
◉�「気象情報などの防災情報」などの情報を正し◉�「気象情報などの防災情報」などの情報を正し

く理解し、災害時にとるべき行動を考えるく理解し、災害時にとるべき行動を考える
◉「非常持出品」などを確認　　　　　　など◉「非常持出品」などを確認　　　　　　など

活用方法（例）

問 総務課　☎88 ｰ 8125

防災訓練の 
詳細はこちら

特集　備えて安心　防災力を高めよう特集　備えて安心　防災力を高めよう
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外科の紹介
福井勝山総合病院
副院長兼消化器センター長兼外科主任部長　田口　誠一

　

外
科
で
は
、
消
化
器
疾
患
、
消
化
器

癌
の
診
断
、
治
療
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

手
術
、
胃い
か
い
よ
う

潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
の

穿せ
ん
こ
う孔
に
対
す
る
手
術
、胆
の
う
結
石
症
、

胆
の
う
炎
の
手
術
、
腸ち
ょ
う
へ
い
そ
く

閉
塞
の
治
療
、

急
性
虫
垂
炎
、
小
腸
、
大
腸
の
穿
孔
に

対
す
る
手
術
、鼠そ
け
い径
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
、

痔
の
手
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
河
北
名
誉
院
長
、
土
山

医
師
、
田
口
、
大
槻
医
師
に
、
福
井
大

学
医
学
部
消
化
器
外
科
か
ら
若
さ
あ
ふ

れ
る
矢
尾
医
師
が
加
わ
り
日
々
の
診
療

に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
月
に

２
回
、
福
井
大
学
医
学
部
心
臓
血
管
外

科
の
高
森
助
教
に
来
て
い
た
だ
き
、
心

臓
や
血
管
の
疾
患
の
診
療
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
消
化
器
セ
ン
タ
ー
と
し
て

消
化
器
内
科
と
外
科
が
連
携
し
て
消
化

器
疾
患
の
診
断
、
治
療
を
行
い
ま
す
。

比
較
的
早
期
の
が
ん
で
あ
れ
ば
内
視
鏡

的
治
療
が
可
能
で
す
が
、
や
や
進
行
し

た
も
の
で
あ
れ
ば
手
術
治
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
し
い
内
視
鏡
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
体
に
か
か

る
負
担
の
少
な
い
腹ふ
く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
手
術
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
化
器

が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
と
し
て
は
胃
が

ん
、結
腸
が
ん
、直
腸
が
ん
の
手
術
、

が
ん
以
外
の
疾
患
で
は
、
胆
の
う
結
石

症
、
急
性
胆
の
う
炎
、
急
性
虫
垂
炎
、

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
の
腹
腔
鏡
手
術
を
多
く

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
福
井
大
学
病
院
と
連
携
し
て

お
り
、
月
に
２
回
、
福
井
大
学
医
学
部

消
化
器
外
科
の
五
井
孝
憲
教
授
に
来
て

い
た
だ
き
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
外
科
で
は
内
視
鏡
検
査
、
手
術
以
外

に
も
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
薬
物
療
法
、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
栄
養
管

理
や
、
が
ん
な
ど
の
痛
み
に
対
す
る
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
疼と
う
つ
う痛
管
理
な

ど
多
職
種
で
連
携
し
て
患
者
さ
ん
の
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

腹腔鏡手術の様子

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

８
月
か
ら
勝
山
市
の
国
際
交
流

員
に
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
さ
ん
が
着
任

し
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
員
は
、
国
際
交
流
サ

ロ
ン
や
英
会
話
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
多
文
化
共
生
へ
の
理
解
を
促

進
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
さ
ん
（
以
降
リ
ン

さ
ん
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス

州
出
身
の
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ

人
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ

や
日
本
食
に
親
し
む
中
で
、
日
本

へ
の
興
味
を
持
ち
始
め
、
大
学
で

は
、
日
本
文
学
を
学
ん
だ
り
、
日

本
文
化
サ
ー
ク
ル
で
活
動
を
行
っ

た
り
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
勝
山
は
、
私
が
住
ん
で
い
た
地

域
と
雰
囲
気
が
似
て
い

て
、
と
て
も
落
ち
着
き

ま
す
。
ま
た
、
勝
山
の

皆
さ
ん
が
優
し
く
迎
え

て
く
れ
て
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
す
リ
ン
さ
ん
。
勝
山

の
生
活
に
も
徐
々
に
馴

染
ん
で
き
た
様
子
で
す
。

　

現
在
は
、
英
会
話
教
室
や
幼
稚

園
訪
問
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
今
後
は
、
メ
キ
シ
コ
の
文
化
や

料
理
も
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
着
物
の
着
付
け
を

習
っ
て
み
た
い
で
す
。」
と
今
後
の

国
際
交
流
の
活
動
や
日
本
文
化
の

体
験
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
国
際
交
流

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
の
魅
力
を
伝
え
る

第13代　勝山市国際交流員
J
ジ ャ ッ ク リ ン
acquelyn　A

ア パ エ ズ
paez

英会話教室のご案内
☆Night Class
毎週月曜日 午後7時30分～
☆Day Class
毎週木曜日　午後3時～
所 教育会館

新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

　現在、10 ～ 30代の若年層において、3回目のワクチン接種率が低いことが課題となっています。ワク
チン接種の予約は、電話およびL

ラ イ ン
INEで受け付けています。皆さまご自身を守るだけでなく、家族や友人な

ど周囲の人たちを守るためにも、速やかにワクチン接種を受けてくださいますようお願いします。

電話で予約 L
ラ イ ン

I N Eで予約

☎ 0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウント 

を友だちに追加
二次元バーコードを読み込む
かIDで検索してください

受付時間▶24時間予約が可能
I D▶＠katsuyamacity

県新型コロナ
ワクチン接種
セ ン タ ー  
エルパプラス
会場の予約は 

こちら

1 人 ひ と り が  感 染 対 策 の 再 徹 底 を

「おはなしはマスク」 
・会食時の会話時はマスクを着用する
・宴会は短時間で
※�周囲に人がいないときや会話をしないときは�
マスクを外して熱中症を予防

換気を徹底
・冷房中も定期的に換気

体調管理の徹底
・体調不良を感じた場合は、登校・出勤を控える
・�感染の不安を感じたら、無

（9月30日まで）
料検査を活用

いま接種できるワクチンの接種
・�オミクロン株対応ワクチンを待つことなく、 

速やかなワクチンの接種を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を発令してい
ます。（9月2日現在）県内においては、新規感染者数が高止まりの状況が続いており、50代以下の感
染割合が約8割を占めています。家族や周囲の人たちを守るため、マスクの着用、定期的な換気、こ
まめな手洗いなど感染対策の再徹底をお願いします。

無料検査の 
詳細はこちら

5 ～ 11歳の小児用ワクチンの3回目接種について
　ファイザー社ワクチンによる5～ 11歳の小児に対する3回目接種が薬事承認されました。接種間隔は2回
目接種から少なくとも5か月経過後となります。今後、小児に対する3回目接種が、国で正式に決まりまし
たら、その内容について、対象となる皆さまにお知らせします。
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市
制
施
行
記
念
日
の
9
月
1
日
、
教
育

会
館
で
「
勝
山
市
表
彰
式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
地
方
自
治
や
福
祉
・
保
健
な
ど
の
各
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、
水
上
市

長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
令
和
44
年
度
　
勝
山
市
表
彰
式

年
度
　
勝
山
市
表
彰
式

松ま
つ　
村む

ら　
誠せ

い　
一い

ち 

（
73
）

＝
芳
野
町
2
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
副
市
長
と
し
て
安
定

し
た
市
政
運
営
に
尽
力
し
、
地
方
自
治
の

振
興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

小こ　
寺で

ら　
惠え

み

こ
美
子 

（
73
）

＝
郡
町
２
丁
目
＝

山や
ま　
口ぐ

ち　
と
み
子こ 

（
72
）

＝
鹿
谷
町
矢
戸
口
＝

　

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
食
を
通
じ
た
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
尽
力
し
、
保
健
行
政
の
推
進
に
寄
与

さ
れ
た

地
方
自
治
功
労

福
祉
・
保
健
功
労

消
防
・
交
通
功
労

教
育
功
労

柳や
な
ぎ　
町ま

ち　
宮み

や　
子こ 

（
67
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

川か
わ　
村む

ら　
浩こ

う　
一い

ち 

（
64
）

＝
北
郷
町
坂
東
島
＝

田た　
畑ば

た　
祐ゆ

う　
治じ 

（
65
）

＝
北
谷
町
北
六
呂
師
＝

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献
身
的

な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災
害
防
止

に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

産
業
功
労

愛あ　
宕た

ご　
美み

き

お
樹
男 

（
61
）

＝
芳
野
町
１
丁
目
＝

久く　
保ぼ　
格か

く
た
ろ
う

太
郎 

（
47
）

＝
沢
町
１
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
議

員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業
の

発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

廣ひ
ろ　
瀬せ　
介か

い　
治じ 

（
67
）

＝
猪
野
口
＝

　

長
年
に
わ
た
り
猪
野
口
農
家
組
合
長

を
務
め
る
と
と
も
に
、
勝
山
地
区
農
家
組

合
長
会
の
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
農
業
行
政

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

源げ
ん　
野の　
正ま

さ　
弘ひ

ろ 

（
75
）

＝
北
谷
町
谷
＝

　
長
年
に
わ
た
り
東
山
い
こ
い
の
森
の
管

理
人
と
し
て
施
設
の
管
理
運
営
に
尽
力

し
、
勝
山
市
の
魅
力
発
信
に
寄
与
さ
れ
た

平ひ
ら　
野の　
慶よ

し　
一か

ず 

（
67
）

＝
昭
和
町
１
丁
目
＝

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
協
会
役
員
と
し

て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ

れ
た

　市立中学校再編計画や再編準備委員会に関する説
明会を市内4か所で開催し、油谷教育長が再編後の
中学校や生徒像について、市民らに説明しました。

中学校再編市民説明会を開催
■8月3日　勝山市教育会館 ほか

　SDGsの推進に取り組む越前信用金庫から、
環境に配慮した紙製のクリアファイルをご寄贈
いただきました。

ご寄贈 ありがとうございました
■8月16日　勝山市役所

　「子どもたちの灯
あか
り」が開催され、成器西、成器南

小学校の児童および勝山中部中学校の生徒が描い
た絵やメッセージを貼った照明が展示されました。

やさしい光に照らされて
■8月11日　勝山市教育会館

　勝山納涼花火大会2022が開催されました。3年
ぶりの開催ということもあり、会場には大勢の皆
さんが集まり、打ち上げ花火を楽しんでいました。

勝山納涼花火大会2022が開催
■8月15日　弁天緑地公園

　東京で開催されたバドミントン世界選手権の決勝が8月28日に行われ、山口茜選手が女子シングルスで
日本人初となる大会連覇を達成しました。世界ランキング1位で迎えた今大会では、リオ五輪や東京五輪の
金メダリストに勝利し、この偉業を成し遂げました。� ※写真は（株）再春館製薬所からご提供いただきました

おめでとう　山口茜選手が世界選手権連覇の快挙を達成
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人件費（17.0％）

物件費（1０.１％）

補助費等（9.６％）

普通建設事業費（12.4％）

扶助費（1９.3％）

公債費（８.６％）

積立金（８.９％）

繰出金（９.６％）

歳入総額
142億8,253万円

歳出総額
138億2,196万円

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　（
３.０
％
）

貸
付
金（
1.5
％
）

（その他の内訳）（その他の内訳）

市　税
26億8,134万円

（18.8％）

その他
15億7,841万円

（1１％）

地方交付税
48億3,735万円

（33.9％）

県支出金
11億9,167万円

   （8.3％）
国庫支出金

２４億7,947万円
（1７.4％）

市 債
１１億633万円
（７.７％）

諸収入
3億８４５万円（２.２％）
繰入金
9,９５１万円（0.7％） 歳入

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地 方 特 例 交 付 金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

4億8,637万円
1,395万円

５億3,426万円
1億6,605万円
1億 ８１３万円

8,３５５万円
4,378万円
1,410万円

２３５万円
1,474万円
1,705万円

９２１万円
２４０万円

8,248万円

歳出 衛生費
１０億２８６万円

（７.３％）
土木費

1３億５,３９０万円
（９.８％）

消防費　４億3,297万円（3.１％）

教育費
13億7,191万円

（9.9％）

公債費
22億6,740万円

（16.４％）

商工費　９億2,125万円（６.７％）

議会費　1億5,4８６万円（1.1％）

労働費
1億1,４１４万円

（0.８％）
農林水産業費
７億3,44５万円

（5.3％）

総務費
16億5,685万円
（12.0％）

民生費
38億1,122万円

（27.6％）

災害復旧費　15万円

財政公表

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

　
市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
3
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

総　
括

　
令
和
３
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
４

２
億
８
２
５
３
万
円
、
歳
出
が
１
３
８
億
２
１
９
６
万
円

と
な
り
、
歳
入
で
11
・
３
％
の
減
、
歳
出
で
11
・
５
％
の

減（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳

入
歳
出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
財
源
２
８
８
８
万
円
を
引
い
た
４
億
３
１
６
９

万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　
入

　
市
税
は
、
１
・
８
％
減
の
26
億
８
１
３
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
個
人
市
民
税
で
は
、
納
税
義
務
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
が
、
法

人
税
は
均
等
割
、法
人
税
割
と
も
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、
経
済
対
策
を
実
行

す
る
た
め
の
地
方
単
独
事
業
財
源
と
し
て
臨
時
経
済
対
策

費
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
平
年
以
上
の
降
雪
が
あ
り
、
市

道
除
排
雪
経
費
な
ど
の
特
殊
財
政
需
要
分
が
平
年
以
上
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
10
・
２
％
増
の
48
億
３
７
３

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
財
源
で
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

補
助
金
が
皆
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金

が
47
・
６
％
減
の
24
億
７
９
４
７
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、

道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

県
支
出
金
が
４
・
１
％
増
の
11
億
９
１
６
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳　
出

　
総
務
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
皆
減
が
大

き
く
影
響
し
、
60
・
６
％
減
の
16
億
５
６
８
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
７
・
１
％
増
の
10
億
２

８
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
減
債
基
金
積
立
金
が
臨
時
財
政
対
策
債
償

還
基
金
費
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
85
・
４
％
増
の
22
億
６

７
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
決
算
剰
余

金
の
１
／
２
と
運
用
に
よ
り
発
生
し
た
利
子
を
積
み
立
て

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
４
６
９
８
万
円
増
加

し
、
総
額
17
億
６
６
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
３
５
７
０

万
円
減
少
し
、
総
額
１
２
５
億
１
１
７
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
普

通
債（
建
設
事
業
債
）の
残
高
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら

１
９
５
５
万
円
増
加
し
77
億
７
０
３
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

合計125億1,176万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
462万円

9万円
０万円

８３５万円
６６万円

2,730万円
0万円
0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

7,449万円
8億6,723万円
1億7,676万円

24億5,660万円
3億5,058万円

28億2,292万円
1,006万円
5,021万円

6,987万円
8億6,714万円
1億7,676万円

24億4,825万円
3億4,992万円

27億9,562万円
1,006万円
5,021万円

2６億8,134万円

市民税
1１億6,670万円

（43.5％）

固定資産税
11億3,703万円

（42.4％）

軽自動車税
8,371万円（３．１％）
市たばこ税
1億4,494万円（5.４％）

入湯税
2,077万円（0.8％）
都市計画税
1億2,819万円（4.8％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業

合　　　　計

特
別
会
計

12５億1,176万円
50億4,166万円
１１億9,584万円

4,090万円
187億9,016万円

（令和４年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万7,０４７㎡
2,2７９万4,460㎡

30万8,426㎥

４２億1,645万円
１７億6,658万円
２４億4,987万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億8,1６９万円
1億9,２９６万円

民生  9,274万円
衛生　２億3,286万円

農林水産
5億4,403万円

土木

土木

土
木 （公園）

5,920万円
教育

その他
4億7,001万円

消防 ４億3,259万円15億9,218万円

臨時
財政対策債
47億
4,139万円

商工 4億3,336万円

（都市計画）
２４億3,408万円

（道路橋りょう・住宅）
14億7,932万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

R3
年
度

R２
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

9２.５％

経常収支比率
８５.０％
88.1％

財政力指数
＊ ＊

0.44
県内9市平均 9２.６％ 0.64

0.42
0.62

全  国  平  均 92.３％ 0.64

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率
－－－

１３.９３

連結実質赤字比率
－－－

18.９３

実質公債費比率
8.４

25.0

将来負担比率
５８.０

350.0
県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 8.2 61.9

＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構
造

の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
。
毎
年
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
、
必
ず
支
払
う
経
費
の

割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
。

　
一
般
の
家
庭
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る
場

合
、
標
準
的
な
生
活
費（
家
賃

や
食
費
な
ど
）に
対
す
る
標
準

的
な
収
入
（
給
料
な
ど
）
の
割

合
で
す
。
な
お
、
標
準
的
な

生
活
費
と
標
準
的
な
収
入
の

差
額
で
不
足
が
生
じ
る
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
普
通
交
付

税
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模（
地
方
公
共
団
体
が
自

由
に
使
え
る
財
源
の
標
準
的

な
収
入
）に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全
会

計（
一
般
会
計
な
ど
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
を

含
む
）の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債
な

ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高（
親
が
肩
代

わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、
家

族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
係
る
経
費
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
財
源
（
貯
金
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
額
が
、
そ
の
年
の
給

料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。

13 13 　　　　 広報かつやま9月号 №814 広報かつやま9月号 №814 広報かつやま9月号 №814広報かつやま9月号 №814　　　　 12 12
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令
和
令
和
33
年
度
年
度  

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）　
☎
88
‐
８
１
０
９

業
務
状
況（
表
①
参
照
）

　
令
和
3
年
度
は
、
給
水
人
口
が
3
0
5

人
減
少（
前
年
度
比
1
・
42
％
減
）し
、
給

水
戸
数
が
79
戸
減
少
（
前
年
度
比
1
・

04
％
減
）
し
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、

営
業
用
な
ど
で
の
使
用
水
量
は
増
加
し

た
も
の
の
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ

り
家
事
用
の
使
用
水
量
が
減
少
し
た
た

め
、
年
間
総
配
水
量
、
年
間
有
収
水
量
が

前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
有
収
率
も
前
年
度
比
0
・
27
ポ
イ

ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況（
表
②
参
照
）

　

令
和
3
年
度
の
総
事
業
収
益
は
4
億

7
7
3
0
万
4
千
円
、
総
事
業
費
用
は
4

億
6
1
6
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
年
度
純
利
益
1
5
6
9

万
4
千
円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
資
本
的
収
入
は
8
6
1
3
万
3

千
円
、
資
本
的
支
出
は
2
億
7
8
4
2
万

8
千
円
と
な
り
、
こ
の
1
億
9
2
2
9
万

5
千
円
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保
資

金
お
よ
び
減
債
積
立
金
取
崩
額
で
補
填

し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

営
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

0
・
85
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
た
る

収
入
で
あ
る
給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、
営

業
用
や
官
公
署
用
な
ど
は
前
年
度
よ
り
増

加
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響

に
よ
り
家
事
用
が
減
少
し
た
た
め
前
年
度

比
0
・
70
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
営
業
費
用
に
お
い
て
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
減
少
や
、
上
下
水
道
料
金

シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借
期
間
満
了
に
伴
う
賃

借
料
の
減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
2
・

74
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
有
収

率
が
改
善
し
、
給
水
収
益
が
減
少
す
る
中

に
お
い
て
も
、
維
持
管
理
費
の
削
減
に
努
め

る
こ
と
で
経
常
収
支
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
34
年
の
事
業
創

設
以
来
、
約
60
年
が
経
過
し
て
お
り
、
管

路
や
設
備
に
つ
い
て
は
老
朽
化
に
よ
る
更

新
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
べ
く
強
靭
化

や
耐
震
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
勝
山

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
国
の

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
管
路
な
ど

の
更
新
お
よ
び
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
管
路
な
ど
の
更
新
に
は
多
額
の
資
金

が
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
補
助
金
の
ほ
か
、
保
有
し
て
い
る
資

金
を
計
画
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
料

金
改
定
も
含
め
、
財
源
を
確
保
し
財
政
的

基
盤
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
と
な
る

清
浄
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く

た
め
、
既
存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努

め
、社
会
的
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し
、

更
な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
決
算
書
を
市
立
図
書
館
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表①　業務状況
項 目 業 務 量 前年度比
給 水 人 口 21,113人 -1.42％
給 水 戸 数 7,499戸 -1.04％
年間総配水量 2,704,023㎥ -1.18％
年間有収水量 2,216,978㎥ -1.50％

1日最大配水量 13,254㎥
令和3年12月31日)

2.96％

有 収 率 81.99％ -0.27％
比率ではなく下降数

導送配水管延長 346,929.0m 0.04％

表③　主な改良事業
事 業 名 

（ 工 事 名 ） 地 係 事 業 費
（ 工 事 費 ）

水道設備台帳�
シ ス テム構築�
業 務 委 託

立川町1丁目�
ほ か 1,188万円

平泉寺送水流量�
計 更 新 工 事

平 泉 寺 町�
平 泉 寺 550万円

笹 尾 ～ 赤 尾�
遠 方 監視設備�
更 新 工 事

平 泉 寺 町�
笹 尾 ほ か 616万円

立川第2水源地�
５ 号 井さく井�
工 事

立川町１丁目 2,657万6千円

鹿 谷 配 水 池�
残 留 塩 素 計�
更 新 工 事

鹿谷町保田 526万6千円

表②　財政状況
【収益的収支（税抜）】

区　分 R3年度決算額 R2年度決算額
収　入 4億7,730万4千円 4億8,974万円
支　出 4億6,160万円 4億7,736万8千円
差　引 1,569万4千円 1,237万2千円

【資本的収支（税込）】
区　分 R3年度決算額 R2年度決算額
収　入 8,613万3千円 9,819万2千円
支　出 2億7,842万8千円 2億8,956万5千円
差　引 -1億9,229万5千円 -1億9,137万3千円
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◆�

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
下
水
道
法

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

市
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
（
以
下
、
下
水
道

等
）
の
整
備
を
拡
大
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、
遅
羽
町
比
島
地
区

の
下
水
道
整
備
が
完
了
し
、
公
共
下
水
道

区
域
内
に
お
け
る
整
備
率
は
99
・
3
％
と

な
り
ま
し
た
。
公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接

続
、
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
等
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

①�

接
続
工
事
業
者
の
選
定（
勝
山
市
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
か
ら
選
び
ま
す
）

②�

工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き
は
業
者

が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　
設
置
費
お
よ
び
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く

み
取
り
槽
か
ら
の
転
換
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

公共下水道
区　　名 ％ 区　　名 ％

勝山地区 95.3 荒土地区 82.0
元町１～３ 94.8 松　田 86.7
昭和町１～３ 96.8 田名部 100.0
旭町１～２、旭毛屋町 97.5 布　市 79.7
立川町１～２ 94.7 清水島 76.9
本町１～４ 92.5 北新在家 84.7
栄町１～５ 92.9 別　所 91.6
沢町１～２ 93.2 細野口 69.6
芳野町１～２ 95.5 北宮地 93.5
猪野瀬地区 94.2 堀　名 74.5
猪野口 85.3 中清水 100.0
若猪野 95.8 伊　波 82.1
北市･上高島･下高島 90.5 妙金島 8.9
下毛屋･毛屋町 93.3 新　保 89.1
猪　野 95.0 松ヶ崎 94.4
片　瀬 96.3 鹿谷地区 80.9
片瀬町１～２ 97.4 保　田 88.5
平泉寺地区 75.2 西光寺 84.6
平泉寺 72.5 北西俣 65.5
岡横江 93.6 矢戸口　※ 51.8
村岡地区 94.4 本　郷 87.1
郡 100.0 西遅羽口 73.1
五本寺 100.0 東遅羽口 63.8
黒　原 100.0 杉　俣 91.1
暮　見 92.5 志　田 91.6
寺　尾 89.9 発　坂 94.8
浄土寺 85.1 保田出村 84.6
滝波町１～５ 93.3 遅羽地区 73.3 
郡町１～３ 97.8 嵭　崎 100.0
長山町１～２ 92.7 大　袋 93.2
上芳野 100.0 新　道 100.0
野向地区 82.6 北　山 78.0
竜　谷 93.7 蓬　生 39.3
竹　林 － 中　島 73.1
聖　丸 88.3 千代田 19.0
深　谷 47.4 比　島　※ 12.3

合 計 91.3

農業集落排水
区　　名 ％ 区　　名 ％

神谷地区 100.0 勝山東部地区 89.6
栃神谷 100.0 赤　尾 92.9
薬師神谷 100.0 笹　尾 80.9
北野津又地区 100.0 大　渡 92.9
勝山西部地区 84.3 壁　倉 100.0
西妙金島 75.7 岩ケ野 78.1
檜曽谷 90.2 大矢谷 87.5
新　町 93.4 神　野 100.0
志比原 74.6 経　塚 58.8 
上森川 100.0 上　野 61.9
下森川 87.3 下荒井 87.3
東　野 79.9 伊知地・坂東島地区 69.4
上　野 81.8 伊知地 76.2
中清水 78.8 坂東島 61.6

合 計 83.1

合併処理浄化槽
区　　名 ％ 区　　名 ％

北谷地区 33.0 荒土地区 54.9
中　尾 28.6 境 54.7
北六呂師 16.7 戸　倉 88.2
河　合 0.0 西ヶ原 26.9
木根橋 23.8 新　道 69.2
小　原 0.0 その他地区 32.7
谷 0.0 野向町牛ケ原 60.0
杉　山 0.0 野向町横倉 0.0

村岡町滝波 61.5
平泉寺町小矢谷 0.0

合 計 44.0

•	 水洗化率＝下水道等に接続済の人口／下水道等
に接続できる人口

•	 「－」は未整備または整備中の地区
•	 ※印は、供用開始から3年未満の地区

公
共
下
水
道
等
へ
の

早
期
接
続
、
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
の
お
願
い

各地区別水洗化率（令和4年3月末）
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
と
き
と
比
べ
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
場
合
、
下

記
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、「
追
納
制
度
」を
利
用
し
て
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残
り
の

納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な

い
場
合
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん

※�

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納
制
度
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

※�

追
納
は
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
う

ち
、
原
則
古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す

※�

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承

認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】
10
月
か
ら
窓
口
負
担
割
合
が

一
部
変
わ
り
ま
す�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
令
和
４

年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
方
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
方
は
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に

変
わ
り
ま
す
。（
現
役
並
み
所
得
者
の
方

は
10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
３
割
で

す
。）こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
令
和
4
年

10
月
1
日
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
、

９
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
広
域
連
合
か
ら
順

次
郵
送
さ
れ
ま
す
。

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る
方（
見
込
み
）

　
左
記
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

　
10
月
か
ら
の
窓
口
負
担
割
合
は
、
新
し

い
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

負
担
を
抑
え
る
配
慮
措
置

　

２
割
負
担
と
な
る
方
に
は
、
３
年
間
の

配
慮
措
置
と
し
て
、
１
ヶ
月
の
外
来
医
療

に
つ
い
て
、
窓
口
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

に
伴
う
負
担
増
加
額
が
３
千
円
ま
で
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。

　

３
千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
は
、

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
後
日
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

２
割
負
担
と
な
る
方
の
う
ち
、
こ
れ
ま

で
に
高
額
療
養
費
の
申
請
を
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
は
、
新
し
い
保
険
証
に
同
封
し

て
高
額
療
養
費
の
口
座
登
録
の
案
内
通
知

が
届
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
お
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
改
正
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
後
期
高
齢
者
窓
口
負
担
割
合

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
２
‐
７
１
９

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
日
曜
日
と
祝
日
は
休
業
）

①�世帯内に課税所得額（各種所得控除後
の金額）が28万円以上145万円未満の
後期高齢者医療の被保険者がいる場合

②世帯内に後期高齢者医療の被保険者が

1人の場合
被保険者の年金収入と年
金所得以外の合計所得金
額の合計が200万円以上

2人以上の
場合

被保険者全員の年金収入
と年金所得以外の合計所
得金額の合計が320万円
以上

令
和
4
年
度
に

追
納
し
て
い
た
だ
く
際
の
保
険
料

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除 備　考
平成24年度の月分 15,220円 11,410円 7,610円 3,800円
平成25年度の月分 15,190円 11,390円 7,600円 3,800円
平成26年度の月分 15,340円 11,510円 7,670円 3,830円
平成27年度の月分 15,670円 11,750円 7,830円 3,920円
平成28年度の月分 16,330円 12,240円 8,160円 4,080円
平成29年度の月分 16,540円 12,410円 8,260円 4,130円
平成30年度の月分 16,370円 12,270円 8,190円 4,090円
令和元年度の月分 16,430円 12,320円 8,210円 4,100円
令和2年度の月分 16,540円 12,400円 8,270円 4,130円

加算なし
令和3年度の月分 16,610円 12,460円 8,300円 4,150円

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

９
月
か
ら
保
育
料
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
無
償
化
の
対
象
者

を
拡
充
し
ま
す�

問
福
祉
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
7
7
7

保
育
料
に
つ
い
て

　
保
育
料
無
償
化
と
な
る
第
２
子
の
家
庭

の
世
帯
年
収
が
３
６
０
万
円
未
満
相
当
か

ら
６
４
０
万
円
未
満
相
当
に
範
囲
を
拡
充

し
ま
し
た
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
①
一
時
預
か
り
、
②
子
育
て
生
活
応
援

隊
、
③
病
児
・
病
後
児
保
育
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
第
３
子
以
降
に
加
え
て
、
第

２
子
※
又
は
多
胎
児
で
第
１
子
の
お
子
さ

ん
の
利
用
料
が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

無
償
化
対
象
者

・
第
２
子
以
降

・
多
胎
児
の
第
１
子

対
象
事
業

①�

一
時
預
か
り
（
き
た
こ
ど
も
園
、
中
央

こ
ど
も
園
、
し
ろ
き
こ
ど
も
園
、
上
野

こ
ど
も
園
、
ケ
イ
テ
ー
こ
ど
も
園
、
ま

つ
ぶ
ん
こ
ど
も
園
、
南
こ
ど
も
園
、
鹿

谷
保
育
園
）

②�

子
育
て
生
活
応
援
隊
（
勝
山
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

③�

病
児
・
病
後
児
保
育
（
ひ
か
り
病
児
保

育
園（
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
内
）

※�

制
度
改
正
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
第
3
子

以
降
の
児
童
の
証
明
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
た
「
ふ
れ
あ
い
の
里
・
か
つ
や

ま
っ
子
」
す
く
す
く
認
定
証
は
廃
止
し
、

今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
利
用
申
請

書
な
ど
に
記
載
す
る
方
法
に
な
り
ま
す

世帯年収 ～ 360万円相当 ～ 640万円相当 640万円相当～

市町村民税
所得割合算額 5万7,700円未満 ※16万9,000円未満 16万9,000円以上

0 ～ 2歳児
第2子 無償 無償

拡充部分 有償

第3子
以降 無償 無償 無償

3 ～ 5歳児 無償 無償 無償

※�市町村民税所得割合算額（保護者の市町村民税所得割額）の合計が16万9,000円未満の世帯

元
気
で
も「
も
し
も
」の
た
め
に
が
ん
検
診

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
０
８
８
８

９
月
は
が
ん
制
圧
月
間
で
す

　
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
大
切

だ
と
検
診
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
ま
だ
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
な
い
皆
さ
ん
、
こ
ん
な

こ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

健
康
だ
か
ら
が
ん
検
診
は
必
要
な
い

日
本
人
の
2
人
に
1
人
が「
が
ん
」に
な

り
、3
人
に
1
人
が「
が
ん
」で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
来
年
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に「
特
定
健
診
」と「
が
ん
検
診
」を
受

け
る
と
安
心
で
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
る
時
間
が
な
い

が
ん
検
診
の
所
要
時
間
は
10
～
20
分
程

度
で
す
。
集
団
健
診
会
場
で
は
1
時
間

程
度
で「
特
定
健
診
」と「
が
ん
検
診
」を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
お
金
が
か
か
る

５
つ
の
が
ん
検
診
を
全
て
受
け
る
と
自

己
負
担
4
5
0
0
円（
胃
カ
メ
ラ
選
択
の

場
合
）で
受
け
ら
れ
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
て
、
あ
な
た
の
大
切
な

命
を
守
り
ま
し
ょ
う

検診項目 検査方法 対象者 自己負担金 受診間隔

肺がん 胸部レントゲン撮影
40歳以上

無料
毎年

大腸がん 便潜血検査 500円

胃がん
※いずれかを選択

バリウム検査
50歳以上

1,000円

2年に
1回

胃カメラ検査 2,000円

子宮頸がん 子宮頚部細胞診 20歳以上 1,000円

乳がん マンモグラフィー検査 40歳以上 1,000円

すこやか健診
LINEでの
予約は

はこちら
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

　
健
康
運
動
指
導
士
が
、
あ
な
た
の
悩
み

を
お
聞
き
し
、
実
際
に
マ
シ
ン
を
使
い
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

　
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
が
初
め
て
の
方
も
、
既
に
通
わ
れ
て
い

る
方
も
大
歓
迎
で
す
。
生
活
習
慣
病
や
フ

レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
も
、
充
実
し
た
設

備
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
、
身
体
を

動
か
す
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

運動をはじめたいけどどうすればいいの

今年こそダイエットしたいなあ

肩こりが良くならないかなあ

こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か

開
催
日
時

毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
、
第
3
土
曜
日

（
12
月
～
3
月
は
第
2
月
曜
日
、
第
3
土

曜
日
の
み
の
開
催
）　

①
午
後
1
時
～

2
時
、
②
午
後
2
時
～
3
時

定
員各

5
人（
予
約
制
）

場
所勝

山
市
体
育
館
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

講
師㈲

パ
ワ
ー
リ
ン
ク
健
康
運
動
指
導
士

参
加
費

5
0
0
円（
1
回
に
つ
き
）

対
象
者

15
歳
以
上
の
勝
山
市
民

※�

医
師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

現在予約受付中
9月17日 ㈯
9月26日 ㈪

10月10日 ㈪・㈷
10月15日 ㈯
10月24日 ㈪

健康体育課（☎87-0888）
までお申込みください

様々な年代の方が、男女問わず参加されています

トレーニングマシンって
難しくないの？

QQ

高齢者向けのデイサービスで、
導入しているマシンもありま

す。健康運動指導士が、優しく丁寧に
教えますので、安心して参加してくだ
さい。教室でマシンの設定や反復回数、
おもりの適切な値をお伝えします。

AA

自分で運動しているけど、
マシンの運動って何がいいの？

QQ

マシンを使用すると、けがをせ
ず正しいフォームで安全に運動

を行うことができます。また、身体の
様々な部位を、鍛えることができます。

AA
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ
９月は市民提案月間 

「市長への手紙」

　勝山をさらによくするためのご
意見やご提案を「市長への手紙」に
して、ぜひお聞かせください。
提出方法▶手紙、メールなど
提出先▶総務課広報広聴係
〒911-8501
　勝山市元町１丁目１番１号
E-mail:kouhou@city.katsuyama.lg.jp
注意事項など
・�必ず住所、氏名、電話番号を記
載してください
・�地域のご要望や苦情などは、各
区長を通してお申し出ください
・�特定の個人や事業者などへの誹
謗中傷はお受けできません
・�記載された個人情報は、目的以
外には利用しません

問 総務課　☎88 ｰ 1114

編
集
後
記

認知症になっても大丈夫だよ‼
認知症サポート講座

時9月17日㈯午前9時30分～ 11
時所教育会館第1研修室内認知症
の基礎知識、認知症の方への接し
方や声かけ方費無料締9月16日㈮
※認知症サポーター養成講座です
申・問 �健康体育課　☎87－0900

えちぜん鉄道 運転体験

時10月29日㈯午前9時～正午所

えちぜん鉄道福井口駅集合内電車
の運転体験（6000形）、車両基地
案内（ピット見学など）定市内在住
の小学生親子10組
（抽選）費 子ども
1,000円、大人500
円（電車賃は別途参
加者負担）

締9月30日㈮※オリジナル修了証や
グッズなどの特典あり
申・問 �勝山市電車利用促進会議事

務局（未来創造課内）
　　 ☎88－8114

第58回勝山市民 
総合文化祭 各種行事

テーマ
「平和への思い　
つなげよう
ふるさとの文化」
◉ちゃまハイ2022
ー勝山市民俳句大会ー
時10月2日㈰午前10時～午後4時
◉ピアノ演奏会
時10月23日㈰午後2時～
◉第14回恐竜を描こう入賞作品展
◉勝山市小中学校 図工・美術作品展
時10月29日㈯午後1時30分～ 6
時・30日㈰午前10時～午後4時
◉勝山市小中学校 書写作品展
時10月30日㈯～ 11月15日㈮
◉ミュージカル公演

「恐竜は埋もれている」
時11月13日㈰午後2時開演
問 �勝山市文化協会事務局（未来創造課

内）☎88－8114

イベント

申込方法など
詳細はこちら

詳細はこちら

◉◉ �わくわくクラウドファンディン�わくわくクラウドファンディン
グイベント応援事業グイベント応援事業

◉◉ちょいチャレ応援事業ちょいチャレ応援事業

申・問 未来創造課未来創造課
　　☎88-8114　　☎88-8114
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